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ウイルス小班・細菌小班合同WG会議 

厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策総合研究事業「地方衛生研究所における病原微生物検査に対する

外部精度管理の導入と継続的実施に必要な事業体制の構築に関する研究（H28-健危-一般-002）」班 

平成 28年度ウイルス小班・細菌小班合同WG会議 プログラム 

日 時：平成２８年７月６日（水）13時 00分から 18時 00分まで 

場 所：国立感染症研究所共用第３会議室 

１．挨拶 国立保健医療科学院（厚生労働省） 武村 真治先生 

２．出席者紹介  

３．皆川 洋子（愛知県衛研） 

  本年度の研究班活動計画について [pptx資料１] 

４．木村 博一（感染研） 

ウイルス外部精度管理計画の作成・検証（平成２７年度佐多班） 

５．吉田 弘（感染研） 

  今年度実施するウイルス関連調査研究計画について 

６．出席者全員 

    ウイルス小班活動について 

７．大西 真（感染研） 

  平成２７年度佐多班で実施されたコレラ外部精度管理調査について 

８． 

 １）大西 真、○村上光一（感染研）滝澤剛則・磯部順子（富山県衛研）  

赤痢菌に関する外部「精度管理」調査（案）について 

 ２）村上 光一（感染研） 

細菌に関する外部精度管理試行計画について 

 ３）出席者全員  

      細菌小班活動について 

９．皆川 洋子（愛知県衛研） 

今後の予定について（全体討論含む） 
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地全協精度管理部会会議（項目小班会議を兼ねる） 

 

日 時  平成 28 年 10 月 25 日（火）12：00～12:50 

場 所  ホテルプリムローズ大阪 2Ｆ 羽衣（西） 

出席者（１３名） 

岡野 素彦   北海道立衛生研究所  

猿木 信裕   群馬県衛生環境研究所  

大井 洋   東京都健康安全研究センター所  

滝澤 剛則   富山県衛生研究所 

佐野 一雄   名古屋市衛生研究所   

山本 容正   大阪府立公衆衛生研究所  

岸本 壽男   岡山県環境保健センター  

調  恒明、末吉 利幸  山口県環境保健センター所  

香月  進   福岡県保健環境研究所  

四宮 博人   愛媛県立衛生環境研究所 

皆川 洋子、広瀬 かおる 愛知県衛生研究所 

 

会議概要 研究班長（研究代表者）より研究班発足及び進捗状況を報告した。四宮 地全協感染症

対策部会長（分担研究者）も臨席のうえ病原体検査体制に関するアンケート調査について検討し、

回答依頼に伴う地研担当者の負担軽減を図る目的で、感染症対策部会と同時に配布する形で実施す

ることを決定した。 
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ウイルス小班コアWG会議 

厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策総合研究事業「地方衛生研究所における病原微生物検査に対する

外部精度管理の導入と継続的実施に必要な事業体制の構築に関する研究（H28-健危-一般-002）」班 

平成 28年度ウイルス小班コア WG会議 
 

日 時：平成２８年 10月 26 日（水）10 時から 28 日（金）18 時まで 

場 所：東京都武蔵村山市学園４－７－１  国立感染症研究所村山庁舎  

     ６号棟６階 ６０３号実習室 ・ ６０４号室実習室 

外来講師控室（１０月２７-２８日のみ） 

出席者：国立感染症研究所ウイルス第二部  吉田 弘 

岩手県環境保健研究センター 高橋雅輝      

    福島県衛生研究所微生物課  北川和寛 

    愛媛県立衛生環境研究所  山下育孝 

 

内 容：感染症発生動向調査におけるエンテロウイルス病原体検査に関わる 

外部精度調査（EQA）導入の研究 

 ・試行 

・試料調整の検討 

・関連ディスカッション 

・その他 
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細菌小班コアWG会議 

平成 28年度細菌小班コアWG会議 プログラム 
日 時：平成２８年１１月１５日（火）12時 50分から 17時まで 

場 所：国立感染症研究所共用第３会議室 

 

開会挨拶  皆川 洋子（愛知県衛研） 

１．ご挨拶 国立保健医療科学院（厚生労働省）  

２．出席者紹介  

３．細菌小班長より （滝澤 剛則・富山県衛研） 

４．これまでの細菌小班の活動とワーキンググループによる事前検討について   

（村上 光一・感染研） 

富山県の検討 （磯部 順子・富山県衛研） 

大阪府の検討 （勢戸 和子・大阪公衛研） 

５．東京都における精度管理実施方法 （河村 真保・都健安研） 

  指定発言：愛知県における精度管理について（松本昌門、皆川・愛知県衛研） 

６．国立感染症研究所細菌第一部の対応（泉谷 秀昌・感染研） 

７．結果の評価と配布菌株の選定 （村上 光一・感染研） 

８．今後の予定について（全体討論含む）皆川 洋子（愛知県衛研） 
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全体班会議 

平成 28年度全体班会議 プログラム 

 

日 時：平成２９年 1月 11日（水）13時 00分から 18時 00分まで 

場 所：国立感染症研究所共用第２会議室 

１．挨拶 国立保健医療科学院（厚生労働省） 武村 真治先生 

２．出席者紹介  

３．皆川 洋子（愛知県衛研） 

  28年度研究概要及び 29年度の研究計画について [pptx資料１] 

４－１．木村 博一（感染研） 

精度保証の手法を取り入れたウイルス遺伝子定量法の研修について 

４－２．吉田 弘（感染研）・皆川・ウイルス小班WG 

  ウイルス小班の調査研究及び 29年度研究計画について 

４－３．出席者全員 

    ウイルス小班活動について 

５．皆川 洋子（愛知県衛研）・出席者全員 

  項目小班（アンケート調査結果解析経過報告・29年度の予定） 

６－１．平井 昭彦（東京都健安研） 

東京都における外部精度管理について 

６－２．滝澤  剛則（富山県衛研）・村上 光一（感染研） 

赤痢菌に関する外部「精度管理」調査（案）及び 29年度計画について 

６－３．出席者全員  

      細菌小班活動について 

７．皆川 洋子（愛知県衛研） 

今後の予定について（全体討論含む） 

８．講評 事務連絡 
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衛生微生物技術協議会第３７回研究会 パネルディスカッション 

③改正感染症法施行に伴う課題：地衛研の立場から 

 

愛知県衛生研究所 皆川 洋子 

 

改正感染症法施行に伴って、自治体が実施する病原体サーベイランスや積極的疫学調査等に伴う

病原体検査の「質」の確保が求められることとなり、地衛研における病原体担当部門の技術水準を

維持若しくは強化する必要が生じた。 

地方衛生研究所全国協議会精度管理部会は、平成 26 年度から 2年間厚生労働科学研究費補助金

健康安全・危機管理対策総合研究事業「地方衛生研究所における病原微生物検査の外部精度管理の

導入と継続的実施のための事業体制の構築に関する研究」班とともに活動した。佐多徹太郎前部会

長・研究班長（前富山県衛生研究所長）を中心に、60 名を超える研究者の協力を得て体制・ウイ

ルス・細菌の 3小班体制で実施された 27年度の活動について、2016 年 4 月以降明らかになった課

題との関連をふまえて報告する。 

27 年度の外部精度管理調査はノロウイルスシーケンス樹状解析（ウイルス小班）及びコレラ菌

生菌配付による同定検査（細菌小班）が実施され、各々62、74 機関が参加した。また 26年度分ト

ラブルシューティング研修・手足口病外部精度管理手順書案作成（ウイルス小班）、26 年度のサル

モネラ検体の検証・赤痢菌検査精度手順検討（細菌小班）、内部精度管理調査に対する支援及び外

部精度管理フォローアップ研修の必要性検討（体制小班）等が行われた。 

研究班の議論では、検査の信頼性確保にあたり外部精度管理の事業化及び定期的かつ継続的に実

施する組織を国立感染症研究所（感染研）に設置する必要性が指摘された。また標準作業書の準備

や内部精度管理実施に際して「病原体検出マニュアル」（感染研と地衛研が連携して作成・更新）

の有用性が再認識された。一方で一部の自治体では、病原体検査を実施する目的や食品 GLP・水質

GLP等との差異が十分に認識されていない等の理由により文書業務量の顕著な増大に直面している。 

28 年度から 2年間の予定で、全国地衛研、感染研及び大学等学識経験者の協力を仰いで「地方

衛生研究所における病原微生物検査に対する外部精度管理の導入と継続的実施に必要な事業体制

の構築に関する研究」班が発足予定である。麻しん排除達成、風しん排除の目標設定、ジカウイル

ス感染症が四類感染症に追加される等、近年輸入感染症についても地衛研による病原体検査の必要

性が増している現状をふまえ、衛微協会員機関担当者の皆様には今後も研究活動への御協力をお願

いしたい。 
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